
 
 

 
 

Pyramix   25th   Anniversary   Release   Notes  

 
 

Pyramix   25th   Anniversary   の 新 機 能:  

New   Keys   and   Packs!  
Pyramix   25th   Anniversary   に は、 新 し い Key ファ イ ル が 必 要 で す。 Merging   は、 Software   Pack を 新 た 
に 整 理 し ま し た。  

New   project   format  
Pyramix   25th   Anniversary    で 作 成 さ れ た プ ロ ジェ ク ト は   Pyramix   v12.0   と 互 換 性 が あ り ま せ ん。 
v12.0 上 で   Pyramix   25th   Anniversary     で 作 成 さ れ た プ ロ ジェ ク ト を 開 く た め に は、 Pyramix   25th  
Anniversary     で Save   Special を 使 ⽤ し て   “v12.0”   と し て 保 存 し て く だ さ い。  

New:   Native   Audio   Engine   multi-threading   support.  
Pyramix   Native   Engine   が、 マ ル チ ス レッ ド   アー キ テ ク チャ   を 使 ⽤ す る こ と で 改 善 さ れ ま し た。  

ネ イ ティ ブ   オー ディ オ   エ ン ジ ン は、 複 数 の ス レッ ド を 使 ⽤ し て プ ラ グ イ ン と オー ディ オ ⼊ 出 ⼒ を 
処 理 し ま す。  
オー ディ オ エ ン ジ ン が 使 ⽤ す る ス レッ ド の 数 は、 ス レッ ド の 数 に よ り 決 定 さ れ ま す。 た だ し、 
Pyramix   25th   Anniversary     ベー タ サ イ ク ル の 期 間 中 は、 レ ジ ス ト リ キー を 変 更 す る こ と に よ り、 マ 
ル チ ス レッ ド   エ ン ジ ン の 設 定 を 変 更 す る こ と が で き ま す。  

MassCore   VST   distribution   enhanced  
MassCore   で の   VST の パ フォー マ ン ス と 負 荷 分 散 を 改 善 し ま し た。  

Video   playback   engine   revamping.  
ビ デ オ 再 ⽣ の パ フォー マ ン ス が 改 善 さ れ、 様々 な フォー マッ ト の ビ デ オ 再 ⽣ で パ フォー マ ン ス の 向 
上 が 図 ら れ ま し た。 360 解 像 度 2   x   FPS 形 式 の 再 ⽣ も ⼤ 幅 に 向 上 し ま す。  

SRC   playback   engine   revamping.  
Pyramix   25th   Anniversary   再 ⽣ エ ン ジ ン で は、 リ ア ル タ イ ム   サ ン プ リ ン グ レー ト 変 換 の パ フォー マ 
ン ス が 改 善 さ れ ま し た。  

New   QLM   Cloud   bases   security  
SafeNet   USB キー を 使 ⽤ し な い、 新 し い ソ フ ト ウェ ア   ー オー ソ ラ イ ズ が ⾏ え る よ う に な り ま し た。  
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New.   Dialog   window   for   Plugins   and   distribution   information  
こ の ダ イ ア ロ グ は、 ユー ザー が 使 ⽤ 中 の プ ラ グ イ ン の 負 荷 と 分 布 を 理 解 す る た め に 使 ⽤ で き ま す。  
過 負 オー バー ロー ド し て い る 場 合、 オー バー ロー ド が ど こ か ら 来 て い る の か を 簡 単 に 特 定 で き る よ 
う に な り ま し た。  

こ の ダ イ ア ロ グ に は、 Pyramix ミ キ サー を マ ウ ス で 右 ク リッ ク し、”  Show   Distribuution ” を 選 択 す る 
と ア ク セ ス で き ま す。  

 

 
Distribution   ダ イ ア ロ グ は、 以 下 の 表 ⽰ を ⾏ い ま す ：  

● 使 ⽤ で き る   Core  
● Strips   と   Auxes  
● VS3   FX  
● VST   FX  
● Core の ア サ イ ン 情 報  
● CPU   load  
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● Buses   (Tab)  

Plugin   Engine   に 関 す る 注 意 ：  
パ フォー マ ン ス の 最 適 化 の た め、 プ ラ グ イ ン の Core へ の 分 散 は ⾃ 動 的 に ⾏ わ れ ま す。 Strips プ ラ グ 
イ ン の 合 計 Core 負 荷 が 最 初 に 処 理 さ れ、 次 に Bus プ ラ グ イ ン の 合 計 Core 負 荷 が 処 理 さ れ ま す。   エ 
ン ジ ン は こ れ ら 2 つ の 処 理 タ ス ク を 順 次 実 ⾏ し ま す。   Strips プ ラ グ イ ン 側 の ⾼ Core 負 荷 は、 バ ス プ 
ラ グ イ ン 側 の ⾼ Core 負 荷 と 合 計 さ れ ま せ ん。  

負 荷 は 別 の Core へ 移 す こ と は で き ま せ ん （ミ キ サー の 再 構 成 が 必 要）。 プ ラ グ イ ン の エ ン ジ ン に 
必 要 な 処 理 を 変 更 す る こ と は で き ま せ ん。  

プ ラ グ イ ン   ディ ス ト リ ビュー ショ ン   の Core リー ディ ン グ に つ い て ：  
プ ラ グ イ ン ⾃ 体 の 継 続 時 間 を 測 定 し て 表 ⽰ し て い ま す。   （オー ディ オ フ レー ム の 処 理 時 間） / （プ 
ラ グ イ ン ⾃ 体 の 持 続 時 間） *   100   = （単 ⼀ の プ ラ グ イ ン の ロー ド   ） と な り ま す。   次 に、 複 数 の プ ラ 
グ イ ン を 計 算 し、 そ れ ら の 合 計 を 計 算 し て い ま す。  

以 下 の 表 ⽰ と は 異 な り ま す。  

Pyramix   CPU   reading:  
Pyramix の 下 部 に 表 ⽰ さ れ る CPU 負 荷 は、 Windows タ ス ク マ ネー ジャー で 計 算 さ れ た CPU 使 ⽤ 率 で 
は あ り ま せ ん。   Native で の CPU 負 荷 は、 （オー ディ オ フ レー ム の 処 理 時 間） / （ 1 フ レー ム の 期 間） 
*   100 の よ う に 計 算 さ れ ま す。 こ れ は、 1 つ の オー ディ オ フ レー ム 期 間 で の 処 理 に 使 ⽤ さ れ る 時 間 の 
割 合 を 表 し て い ま す。 こ の イ ン ジ ケー ター は、 処 理 時 間 中 の CPU ス トー ル を 考 慮 に ⼊ れ て い る た 
め、 CPU 使 ⽤ 率 よ り も 有 ⽤ で す。 MassCore ベー ス の シ ス テ ム で は、 CPU ： 負 荷 イ ン ジ ケー ター と 
VST ： コ ア 負 荷 イ ン ジ ケー ター が 表 ⽰ さ れ ま す。   詳 細 に つ い て は、 Pyramix ユー ザー マ ニュ ア ル を 
参 照 し て く だ さ い。  

Windows   タ ス ク マ ネー ジャー ：  
Windows で は、 タ ス ク マ ネー ジャー の CPU タ ブ で、 CPU 時 間 を CPU 容 量 の パー セ ン テー ジ と し て 
測 定 し 表 ⽰ し て い ま す。   

こ れ ら の 3 つ は、 同 じ 測 定 値 を 期 待 で き ま せ ん。  
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Dolby   Atmos   Connect   Support  

Atmos   Connect  

● Dolby   Atmos   Renderer   と の 動 作 が 可 能 で す。  

● 現 在、” Dolby   Atmos   Mastering   Suite”   お よ び   “Production   Suite”   の み を サ ポー ト し て い ま 
す。  

● バー ジョ ン 3.4.0   が 推 奨 バー ジョ ン で す。  

● “Atmos   RMU”   は サ ポー ト さ れ て い ま せ ん。  

Atmos   Connect   の 操 作 ：  

● Pyramix,   Ovation ミ キ シ ン グ コ ン ソー ル を 右 ク リッ ク し、 Settings   >   Atmos   Connect… メ 
ニュー を 開 き ま す。  

● ダ イ ア ロ グ が 開 い た ら   ”Atmos   Mastering”   ま た は   “Production   Suite”   を 実 ⾏ し て い る コ ン 
ピュー ター の IP ア ド レ ス を ⼊ ⼒ し ま す。  

● “Connect”   ボ タ ン を ク リッ ク し ま す。  

● ロ グ ウィ ン ド ウ に、 次 の よ う に 表 ⽰ さ れ ま す ： 192.168.3.99:53039->192.168.3.89:4001 ： 
connected  

Audio   Connection:  

● 次 に、 ミ キ シ ン グ コ ン ソー ル の 最 初 の 128 個 の 出 ⼒ を 次 の い ず れ か の ⽅ 法 で レ ン ダ ラー に 
ルー ティ ン グ し て く だ さ い ：  

○ MassCore ま た は RAVENNA   ASIO を Hapi   /   Horus の MADI か ら、 レ ン ダ ラー を 実 ⾏ し て 
い る コ ン ピュー ター の MADI イ ン ター フェー ス に 接 続 す る。  

○ Pyramix   /   Ovation を 実 ⾏ し て い る PC に Dante カー ド を イ ン ス トー ル し、 レ ン ダ ラー 
を 実 ⾏ し て い る コ ン ピュー ター の Dante イ ン ター フェ イ ス に 接 続 す る。  

○ レ ン ダ ラー を 実 ⾏ し て い る コ ン ピュー ター に RAVENNA   /   AES67 ド ラ イ バー を イ ン 
ス トー ル し、 直 接 MassCore ま た は RAVENNA   ASIO に 接 続 す る。  

○ 現 在 ド ル ビー は、 上 記 の 最 初 の 2 つ の ⽅ 法 と MacOS バー ジョ ン の レ ン ダ ラー の み 認 
定 し て い ま す。  

○ Merging で は、 新 し い バー ジョ ン の   Merging   Audio   Device   ド ラ イ バー が 実 ⾏ さ れ て 
い る レ ン ダ ラー の Windows バー ジョ ン で 3 番 ⽬ の ソ リュー ショ ン を テ ス ト し ま し 
た。   こ の ソ リュー ショ ン （現 時 点 で は ベー タ 版 の み） を ⾏ い た い 場 合 は、 お 問 い 
合 わ せ く だ さ い。  

Beds   and   Object   mapping:  

● Dolby   Atmos レ ン ダ ラー に 接 続 す る と、 ミ キ シ ン グ コ ン ソー ル は レ ン ダ ラー で 現 在 ア ク ティ 
ブ な ⼊ ⼒ 構 成 を 受 信 し、 マ ス ター 出 ⼒ セ ク ショ ン の メ イ ン の ミ キ シ ン グ コ ン ソー ル UI と ド 
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ロッ プ ダ ウ ン の 両 ⽅ で、 コ ン ソー ル 出 ⼒ パッ チ に す べ て の チャ ネ ル の 名 前 と 番 号 を 表 ⽰ し 
ま す.  

● Pyramix   /   Ovation   か ら レ ン ダ ラー へ の パッ チ は 簡 単 に ⾏ え ま す。  

● オ ブ ジェ ク ト バ ス ：  
○ Pyramix   /   Ovation   の オ ブ ジェ ク ト   バ ス の マ ス ター 出 ⼒ は、 Renderer   Object   に パッ 
チ し て く だ さ い。 オー ディ オ が 通 る と、 Renderer   Room   ディ ス プ レ イ に 緑 ⾊ で 表 
⽰ さ れ ま す。  

○ Pyramix   /   Ovation   Divergence パ ラ メー タ は、 Atmos   Objects   Size パ ラ メー タ に マッ 
ピ ン グ さ れ ま す。  

○ Pyramix   /   Ovation   UI で オ ブ ジェ ク ト バ ス が 無 効 に なっ て い る 場 合、 こ の バ ス の オ ブ 
ジェ ク ト は Atmos レ ン ダ ラー か ら 削 除 さ れ、 オ ブ ジェ ク ト は Pyramix   /   Ovation   Beds 
で 内 部 的 に レ ン ダ リ ン グ さ れ ま す。  

○ 注 ： こ の サ ポー ト は、 他 の ワー ク ス テー ショ ン で ⾒ ら れ る も の と 同 等 で す。  

 

● Beds   busses   (Pyramix   /   Ovation   General   Mixing   Busses):  

○ Object   Bus   を 除 く Pyramix   /   Ovation   の   General   Mixing   Buss   の 出 ⼒ は、 任 意 の  
Renderer   Beds   に パッ チ で き ま す。   こ の 場 合、 レ ン ダ ラー に は 何 も 表 ⽰ さ れ ず、 
オー ディ オ 信 号 が レ ン ダ ラー の チャ ン ネ ル ⼊ ⼒ ディ ス プ レ イ に 表 ⽰ さ れ ま す。  

○ Object   Bus   を 除 く Pyramix   /   Ovation   の   General   Mixing   Buss   の 出 ⼒ は、 任 意 の  
Renderer   Beds   に パッ チ で き ま す。 こ の 場 合、 レ ン ダ ラー オ ブ ジェ ク ト は   Virtual  
Speaker （仮 想 ス ピー カー） と し て 使 ⽤ さ れ、 レ ン ダ ラー   ルー ム   ディ ス プ レ イ に 
⻘ ⾊ で 表 ⽰ さ れ、 チャ ン ネ ル の タ イ プ に 応 じ て 事 前 に 定 義 し た 位 置 に 配 置 さ れ ま 
す。  

○ Note:   Wide   Left   と   Wide   Right   の ス ピー カー は Virtual   Speakers   Object と し て の み 
パッ チ で き ま す。 こ れ ら は   Atmos   Beds   で は な く、 オ ブ ジェ ク ト と し て マッ プ さ れ 
な け れ ば な り ま せ ん。  

○ Note2:   Top   ス ピー カー も   Virtual   Object   と し て パッ チ さ れ な け れ ば な り ま せ ん。” オ 
フィ シャ ル”   な 7.1.2   Atmos   Bed   も ２ つ の Top ス ピー カー を 持っ て い ま す が、 こ れ ら 
の チャ ン ネ ル は サ ラ ウ ン ド の み の   Top   ス ピー カー で す。 つ ま り、 Top/Front   ま た は  
Top/Rear   の 信 号 は 区 別 で き ず、 フ ロ ン ト か ら リ ア に 完 全 に レ ン ダ リ ン グ さ れ ま 
す。   こ の た め、 トッ プ / フ ロ ン ト、 トッ プ / サ イ ド、 トッ プ / リ ア の ス ピー カー を 適 切 
に 区 別 す る 唯 ⼀ の ⽅ 法 は、 Atmos   Connect を 使 ⽤ し て そ れ ら を 仮 想 ス ピー カー オ ブ 
ジェ ク ト と し て マッ ピ ン グ す る こ と で す。  

○ Note3:   レ ン ダ ラー ベッ ド （ L 、 R 、 C 、 Ls 、 Rs 、 Sl 、 Sr ） に   ” 公 式”   な チャ ネ ル を 
持っ て い な い ス ピー カー は、 ベッ ド チャ ネ ル ま た は 仮 想 ス ピー カー オ ブ ジェ ク ト と 
し て マッ ピ ン グ で き ま す。 Atmos   Mastering   /   Production   Suite   の レ ン ダ リ ン グ   最 終 
結 果 は、 シ ア ター ま た は ホー ム で の 最 終 レ ン ダ リ ン グ と 異 な る 場 合 が あ り ま す。  

○ Note4 ： LFE は 常 に Beds チャ ネ ル に マッ ピ ン グ す る 必 要 が あ り ま す。  
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New   Atmos   Speaker   Sets:  

Dolby   Atmos   for   Music   の Speaker   Sets （ 9.1,   9.1.2,   9.1.4,   9.1.6 ） を サ ポー ト す る た め に Speaker  
Channel   Type   の リ ス ト を 刷 新 し ま し た。  

● Wide   Left,   Wide   Right   を 加 え ま し た。  
● Surround   Left   Center,   Surround   Right   Center   は リ ス ト か ら 無 く な り ま し た。  
● Dolby   Atmos   9.1,   9.1.2,   9.1.4,   9.1.6   Speaker   Set   を サ ポー ト し ま し た。  
● Auro   7.1.4,   Auro   13.1,   THM   12.2   の Speaker   Set   が 若 ⼲ 変 更 に な り ま し た。  

Improvements:  

Mixer:   

Bus   Sends  
● ミ キ サー の Aux   / グ ルー プ バ ス の セ ン ド ゲ イ ン が +   12dB ま で 上 が る よ う に な り ま し た。  

● Send レ ベ ル が 0   dB を 超 え る と、 dB テ キ ス ト イ ン ジ ケー ター と ス ラ イ ダー の 両 ⽅ が 明 る い ⾚ 
に 変 わ り ま す。  

Bus   Trims  
● す べ て の バ ス ト リ ム   ゲ イ ン が +   20dB ま で 上 げ ら る よ う に な り ま し た。  

● ト リ ム 値 が 0   dB を 超 え る と、 dB テ キ ス ト   イ ン ジ ケー ター が 明 る い ⾚ に 変 わ り ま す。  

● ト リ ム 値 の 左 側 を ダ ブ ル ク リッ ク す る と ミュー ト に リ セッ ト さ れ、 右 側 を ダ ブ ル ク リッ ク 
す る と 0dB に リ セッ ト さ れ ま す。  

Room:   Import   /   Export   a   Custom   sources   x,   y,   z   coordinates   and   gain.  
カ ス タ ム バ ス を 作 成 し た 場 合 に、  Save   Room    と    Load   Room    が で き る よ う に な り ま し た。 別 の PMX 
ま た は Ovation セッ ショ ン と の 間 で エ ク ス ポー ト / イ ン ポー ト す る こ と も で き ま す。  
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Note ： Mixer   Room   Settings   の   Gain   は、 サ イ ズ を 設 定 し た 場 合 に の み サ ポー ト さ れ て お り、 Virtual   Room   で は 機 能 し ま 
せ ん。  

Dual   Pan   modifiers   の 変 更  
● White   sends   を ダ ブ ル ク リッ ク す る と Front-Left に 送 ら れ ま す。  
● Red   sens   を ダ ブ ル ク リッ ク す る と Front-Right に 送 ら れ ま す。  
● Speaker   sends   を ダ ブ ル ク リッ ク す る と White が 移 動 し ま す。  
● Ctrl   キー を 押 し な が ら Speaker   sends   を ダ ブ ル ク リッ ク す る と Red が 移 動 し ま す。  

Send   Modifier  
Ctrl   キー を 押 し な が ら   Send   を Enable に す る と、 0dB か ら Mute に リ セッ ト さ れ ま す。  

Meter   Bridge  

新 し い Overload の 設 定  
Overload ピー ク は、 （ミ キ サー と 同 様）  P    キー を 押 す と リ セッ ト で き る よ う に な り ま し た。  

 

Album   Publishing  
DiscWrite と Pyramix に   5.1.4   ター ゲッ ト が 加 わ り ま し た。 こ れ は 以 下 の フォー マッ ト に 使 ⽤ で き ま 
す ： WAVE,   FLA,   AIFF,   MTFF  

ファ イ ル フォー マッ ト の ま と め  
 

File   Format  最 ⼤ チャ ン ネ ル 数  対 応 し て い る 最 ⾼ サ 
ン プ リ ン グ 周 波 数  

使 ⽤ で き る プ リ エ ン 
コー ディ ン グ   ビッ ト 
レー ト  

WAVE  8 （と   5.1.4 ）  352.8  16   /   24   /   32FP  

AIFF  8 （と   5.1.4 ）  352.8  16   /   24   /   32FP  

MTFF  6 （と   5.1.4 ）  352.8  16   /   24   /   32FP  

PMI  2  44.1  16  
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Flac  8 （と   5.1.4 ）  352.8  16   /   24  

Ogg   Vorbis  128  192  16   /   24   /   32FP  

MP3  2  48  16   /   24   /   32FP  

AAC  48  96  16   /   24   /   32FP  

DSDIFF  2   /   5   /   6  DSD64   to   DSD256  1bit  

DSF  6  DSD64   to   DSD256  1bit  

警 告 ： サー ド パー ティ の ア プ リ ケー ショ ン は デ フォ ル ト の 制 限 が あ る た め こ れ ら の ファ イ ル を ネ イ ティ ブ と し て 読 み 取 る こ 
と が で き な い 場 合 が あ り ま す。  
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RAVENNA   ASIO   Driver   v13  

ST-2022-7   を サ ポー ト し ま し た。  

Merging   Audio   Device （ MAD ） リ リー ス 予 定  
新 し い   ASIO   RAVENNA/AES67   デ バ イ ス は マ ル チ ASIO ク ラ イ ア ン ト の サ ポー ト と WDM サ ポー ト を 
⾏ い ま す。 こ の 新 し い デ バ イ ス ド ラ イ バー を 使 ⽤ す る と、 ASIO を 実 ⾏ す る 複 数 の ア プ リ ケー ショ 
ン を 同 じ シ ス テ ム で 同 時 に 起 動 し て 同 じ サ ン プ リ ン グ レー ト を 共 有 し、 同 時 に WDM を 実 ⾏ す る 複 
数 の ア プ リ ケー ショ ン を 同 時 に 起 動 し て、 独 ⾃ の サ ン プ リ ン グ レー ト を ASIO サ ン プ リ ン グ に ⾃ 動 
的 に 変 換 で き ま す。 こ れ に よ り、 Windows シ ス テ ム サ ウ ン ド と 任 意 の ア プ リ ケー ショ ン （ Spotify,  
YouTube,   PC サ ウ ン ド ファ イ ル な ど） を ASIO ア プ リ ケー ショ ン と と も に モ ニ ター で き ま す。  

MAD の 詳 細 に つ い て は 以 下 の オ ン ラ イ ン 書 類 を 御 覧 く だ さ い。  
https://confluence.merging.com/display/DSI/MAD+Docs  

● ２ つ の モー ド が サ ポー ト さ れ ま す。  
○ General   mode （ Anubis,   Hapi,   Horus   な ど の Pro ⽤ に 使 ⽤）  
○ NADAC   mode （ HiFi ⽤）  

● マ ル チ ク ラ イ ア ン ト ASIO と ホ ス ト の サ ポー ト  
● ASIO ク ラ イ ア ン ト 間 の ブ リッ ジ チャ ネ ル サ ポー ト  
● WDM サ ポー ト  
● WDM と Host の ブ リッ ジ チャ ン ネ ル を サ ポー ト  

Note ： ⼀ 度 に 1 つ の サ ン プ リ ン グ レー ト を サ ポー ト し ま す （デ フォ ル ト は ホ ス ト の サ ン プ リ ン グ レー ト）。 WDM で は SRC 
を サ ポー ト  

MAD   Infrastructure   Pack （ PSO-MAD-INF ） は 以 下 を サ ポー ト し ま す ：  
● Virtual   Machine   サ ポー ト  
● ST2022-7   サ ポー ト  
● NMOS サ ポー ト  

ANEMAN   1.2.3:  

ANEMAN   v1.2.3   リ リー ス ノー ト ：  

● Dante   SAP   の プ ラ グ イ ン （ベー タ 版） が   Plugins   Manager   で ダ ウ ン ロー ド で き ま す。  

● ZMAN の 2022-7 サ ポー ト  

● Static サー ビ ス （ベー タ）  

● Custom   Multicast   ア ド レ ス レ ン ジ   サ ポー ト （ベー タ）  

● ス ト リー ム 管 理 の 改 善  

● Merging デ バ イ ス の ディ ス カ バー と あ ん ディ ス カ バー 時 間 の 改 善  

● 4K   ディ ス プ レ イ 解 像 度 を サ ポー ト  

● デ バ イ ス が 取 り 外 さ れ た 場 合 の 問 題 を 修 正  

● あ る デ バ イ ス が Merging デ バ イ ス と し て 表 ⽰ さ れ な い タ イ ム ア ウ ト の 問 題 を 修 正  
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● 信 頼 性 の 向 上  

重 要 ：  ANEMAN は、 イ ン ス トー ラー で 提 供 さ れ ま す。  
   https://www.merging.com/products/aneman    か ら 最 新 の ANEMAN を ダ ウ ン ロー ド し て イ ン ス トー ル 
し て く だ さ い。  

警 告 ：  RAVENNA   Easy   Connect   は、 MERGING   +   ANUBIS を サ ポー ト し て い ま せ ん。 Anubis   の   AoIP 
ネッ ト ワー ク 接 続 を 管 理 す る に は、 ANEMAN を 使 ⽤ し て く だ さ い。  
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